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１．概要（Summary） 

近年、新型コロナウイルスにより ECMO などの体外循

環療法が注目を浴びている。この体外循環療法において、

循環回路内に発生する血栓が問題となっている。この血

栓を検出可能な微小センサ実現のため、共同研究開発

センターの設備を利用してフォトダイオード(PD)とアンプ

回路を集積した CMOS-ICチップを開発した。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

CMOS プロセス関連装置全般（マニュアルプローバー、

デバイスアナライザ、コータ/デベロッパ、ステッパ、酸化炉、

リアクティブイオンエッチャー、イオン注入装置、スパッタ

装置、高速熱処理装置、EDAツール、他） 

 

【実験方法】 

レイアウト設計後、共同研究開発センターの標準的

CMOS プロセスを利用して CMOS-IC を試作した。その

後、CMOS-IC 上へベアチップ LED や微小光学部品を

実装したものをフレキシブル基板へ実装し、ワイヤボンデ

ィング、樹脂封止を経て小型血栓センサを試作した

（Fig.1）。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

センサ試作後動作確認を実施し、CMOS-IC 上に作成

したアンプ回路及びフォトダイオードが所望のゲインおよ

び光検出感度を得られていることを確認した。その後、動

物血液を用いた血液循環回路による in-vitro試験を実施

し、本センサにより血液循環回路中の血栓検出が可能で

あることを示した[1][2]。 
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Fig.1. Micro thrombus sensor 


